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1 ．はじめに
マス・トゥーリズムの歴史的起源とされるのは，中近世ヨーロッパの巡礼である。そ
れを代表するのが，イェルサレム，ローマ，サンティアゴ・デ・コンポステーラ巡礼で
あり，中世後期以降，多くの巡礼者が霊的物的利益を求めて聖地巡礼を実践した。特に
全贖宥の恵与される聖年（ユビレウス）には，民衆を含む多くの巡礼者が，ヨーロッパ
全域からローマやサンティアゴ・デ・コンポステーラに蝟集した（ 1 ）。しかしイェルサ
レムは，イエスや聖書ゆかりの聖地とはいえ，ムスリムの支配下に置かれた僻遠の地に
あり，同地への巡礼は容易ではなかった。イェルサレム巡礼がスペイン人聖職者や貴族
の間に浸透し，多くの巡礼記が記されるようになるのは，15世紀末～16世紀初頭のカト
リック両王期以降である。
カスティーリャ女王イサベル 1 世とアラゴン王フェルナンド 2 世が共同統治した，カ
トリック両王期に，スペインは「絶対王政（強権的王政）」への傾斜を強め，「スペイン
帝国」の主要基盤を構築した。15世紀末にはナスル朝グラナダ王国を攻略し，レコンキ
スタ運動を終焉させたのみならず，イサベル 1 世の支援を受けたコロンブスがアメリカ
を「発見」した。カルロス 1 世が神聖ローマ皇帝を兼ねた1520年代には，アステカ帝国
も征服され，スペインはヨーロッパの「覇権国家」へと大きく変貌した。15世紀末～16
世紀第 1 四半期のスペインでは，多くの知識人が人文主義思想を受容する一方で，アメ
リカ「発見」やユダヤ人追放，ムデハル（キリスト教徒支配下のムスリム）追放を機に，
宗教的統合が「実現」し，メシア思想と終末論が人々の内面を捉えた（ 2 ）。
こうした状況下の16世紀第 1 四半期に，聖地パレスティナやエジプトへの巡礼行を実
践したのが，グアダルーペ修道院の修道士ディエゴ・デ・メリダDiego de Mérida（？
～1518年）と，アンダルシーア地方の有力貴族で初代タリファ公ファドリケ・エンリー
ケス・デ・リベーラFadrique Enríquez de Ribera（1476～1539年）であった。この 2
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人のパレスティナ巡礼者を手掛かりに，近世初期スペイン人の聖地観，聖地巡礼の目的
と実態を追究したい。
2 ．「スペイン帝国」の構築と終末論，メシア思想
（ア）「スペイン帝国」の構築
カトリック両王からカルロス 1 世即位当初のスペインは，言語や宗教，エスニシティ
を異にする多様な住民と地域から構成される典型的なモザイク国家であった。シチリア
王国，ナポリ王国，ナバーラ王国，グラナダ王国に加え，ドイツ，フランドル，ネーデ
ルラントなどのハプスブルク領が編入されたばかりではない。カナリア諸島やアメリカ
植民地，メリーリャ，オラン，ブージーなどのマグリブ諸都市も，スペイン王権の直轄
下に組み込まれ，グローバルなモザイク国家ともいうべき「スペイン帝国」が構築され
た（ 1 ）。
この多様で広大な「スペイン帝国」を統治すべくカトリック両王は，財政基盤の拡充
と並行して，カスティーリャ会議やアラゴン会議などを設置し，ローマ教皇から承認さ
れた国王教会保護権を背景に，「国家教会」政策も推進した。近世的異端審問制度の導
入やユダヤ人追放令，ムデハル追放令も，その一環であった。ユダヤ人やムデハルに改
宗か追放かの二者択一を迫った追放令は，コンベルソ（改宗ユダヤ人）とモリスコ（改
宗ムスリム）の同化強制装置ともいうべき異端審問制度と共に，スペインの宗教的統合，
従って政治・社会的統合の大前提となったのである。こうした一連の集権化政策により
カトリック両王は，「絶対王政」を樹立することができた。1516年に即位したハプスブ
ルク家のカルロス 1 世は，カトリック両王期の「絶対王政」の基盤の上に，「帝国」政
策を遂行したのである（ 2 ）。
カトリック両王期スペインの対外政策を主導したのは，アラゴン王フェルナンド 2 世
であった。フェルナンド 2 世は，ナポリ王国の王位継承権を巡りフランス王権と衝突し，
それはイタリア戦争として，カルロス1世にも継受される。その一方でフェルナンド 2
世は，地中海政策を巡り，北アフリカのムスリム国家やオスマン帝国との軋轢も深めて
いた。1453年にコンスタンティノープルを占領し，東ローマ帝国を倒したオスマン帝国
は，1520年代までにバルカン半島やハンガリーを版図に加え，ウィーン包囲すら断行し
た。東欧と東地中海におけるオスマン帝国の急速な拡大は，南イタリアを領有するスペ
インとの対立を惹起させざるをえなかった。
こうしたオスマン帝国の支配は，パレスティナやエジプトにも及んだ。1516～17年に
エジプトのマムルーク朝を倒し，聖地パレスティナとエジプトを領有した。同時に，ス
ペインが戦略拠点（メリーリャやオランなど）を有するマグリブ地方にも勢力を扶植し，
西地中海を窺う姿勢すら見せたのである。前述したディエゴ・デ・メリダ，エンリーケ
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ス・デ・リベーラがパレスティナ巡礼を実践するのは，地中海の覇権を巡り「スペイン
帝国」とオスマン帝国が激突する直前の，相対的な安定期であった（ 3 ）。
（イ）終末論とメシア思想
「スペイン帝国」が構築された15世紀末～16世紀前半は，コンスタンティノープル陥
落から50～100年後にあたり，終末論やメシア思想，十字軍思想が台頭した時代であっ
た。
ローマ帝国の継承国家であるビザンツ帝国滅亡の約40年後に，グラナダが陥落し，ム
スリムがスペインから追放されたのみならず，ユダヤ人追放令によりユダヤ人は追放か
改宗かの二者択一を迫られた。これらはコロンブスのアメリカ「発見」と共に，終末の
予兆とされ，カトリック両王はイェルサレム奪還に強い関心を示した。こうした中で
フェルナンド 2 世は1510年，イェルサレム王の称号を教皇ユリウス 2 世から認可された。
フェルナンド 2 世によるマグリブ地方のメリーリャ，オラン攻略，カルロス 1 世による
アルジェ，チュニス遠征は，イェルサレム奪還の一環であり，終末論やメシア思想，十
字軍思想と密接に関わっていた（ 4 ）。
コロンブスも同様である。ジェノヴァ商人であったコロンブスは，金と香辛料に最後
まで固執し，極限まで利潤（現世的利益）を追求する一方で，十字軍思想やメシア思想，
終末論に強い執着をみせた。フランシスコ会厳修派との緊密な関係―コロンブスとイ
サベル 1 世は共にフランシスコ会の在俗会員であったといわれる―も，ここに起因し
ている。フランシスコ会厳修派を介し，フィオレのヨアキムの影響を受けたコロンブス
は，世界の終末を意識しており，『預言の書』の中で，それを155年後の1656年と算定し
た。世界の終末とその後に到来する「神の王国」実現のためには，イェルサレムを解放
し，全世界に神の言葉を宣べ伝える必要があった。こうしたメシア的使命を果たすのは，
カトリック両王に他ならず，1492年のグラナダ攻略とユダヤ人追放，多くのユダヤ人と
ムスリムの改宗は，神による人類救済の第一歩を画するものであった。ここに終末論と
メシア思想，十字軍思想が連動し，アメリカ「発見」も同一の宗教的文脈の中に位置づ
けられる（ 5 ）。
コロンブスによればアメリカ「発見」は，聖書に啓示された神の意図の実現であ
り，『ヨハネ黙示録』にいう「新たな天と地の発見」を意味した。事実，1493年の書簡
でコロンブスは，「キリストを担う者」すなわち「インディアス伝道者」と自ら署名し
ているし，第一回および第三回航海で発見した島をサン・サルバドール（聖なる救世
主），トリニダード（三位一体）と命名，またトリニダード島対岸に注ぐオリノコ川上
流に，「地上の楽園」の存在をみた。コロンブスの名クリストファー（クリストフォロ）
が，「キリストを担う者（クリスト・フェレンス）」に通底する点も，注目してよい。貴
金属を豊富に産出し，多数のインディオの居住する「新たな天と地」への福音伝道こそ，
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自らに課せられた最大の使命であるとコロンブスは確信していたのである。改宗により
インディオは偶像崇拝から解き放され，キリストの身体である教会に一体化する。彼ら
は全世界のキリスト教徒と共に，イェルサレム十字軍に参集し，イェルサレムをムスリ
ムの手から解放して，「神の王国」の実現に寄与するであろう（ 6 ）。前述したオリエント
旅行ないしパレスティナ巡礼は，これらの終末論やメシア思想，十字軍思想の台頭と不
可分であった。
（ウ）フランシスコ会と聖地パレスティナ
アッシジの聖フランシスコ―1219～20年にパレスティナ巡礼を実践―の理念を継
承したフランシスコ会は，十字軍撤退後もマムルーク朝のスルタンの保護下に，聖地パ
レスティナに残留した。1342年，教皇クレメンス6世から聖地管理権を認可されたフラ
ンシスコ会は，シオン山などに修道院を保持し，数十名の修道士が共同生活を営んだ。
15世紀に入るとマムルーク朝のスルタンから一定の自治権を認められ，ギリシア正教会
やコプト教会などの東方教会との関係を維持しながら，カトリックのパレスティナ巡礼
者の保護に尽力した（ 7 ）。
こうした中でシオン山のフランシスコ会士は，パレスティナ巡礼者の改悛と純化を目
的とした巡礼ルートを「開発」した。イエスが死刑判決を受けた「ピラトの館」から，
イエスの墓所とされるカルヴァリオ山（「聖墳墓教会」）に至る「嘆きの道（悲しみの
道）」がそれである。「嘆きの道」は，巡礼者がイエスの受難を追体験し，内面的回心を
遂げる上で決定的に重要な「装置」であり，ヨーロッパ全域にその「移し」が創出され
た。「嘆きの道」は，16世紀初頭のヤッファ（現テルアビブ）にフランシスコ会が建設
した大規模な施療院―約600人の巡礼者を収容―と共に，15世紀後半～16世紀前半
のパレスティナ巡礼の拡大に大きく寄与した（ 8 ）。
1496年には教皇アレクサンドル 6 世が，シオン山のフランシスコ会修道院長に「聖墳
墓教会の騎士」叙任権を下賜した。ここにシオン山のフランシスコ会修道院長は，「聖
墳墓教会」を訪れた巡礼者を，名誉ある「聖墳墓教会の騎士」に叙する特権を付与さ
れたのである。フランシスコ会は「聖墳墓教会」に加え，「最後の晩餐会堂」やベツレ
ヘムの「イエスの生誕教会」などで東方教会と共に，宗教儀礼を実践する権利を認知さ
れていた。カトリック両王やカルロス1世が，イェルサレムの「教皇代理（シオン山の
フランシスコ会修道院長）」を支援した背景であり，15世紀後半～16世紀前半のパレス
ティナ巡礼者増大の一因となった。1516～17年のオスマン帝国によるパレスティナ，エ
ジプト併合は，パレスティナ巡礼の動向に大きな影響を与えたが，フランシスコ会が
「最後の晩餐会堂」から追放されるのは，1552年のことである（ 9 ）。
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3 ．聖地パレスティナへの船旅
（ア）出立準備と乗船契約
15～16世紀前半のパレスティナ巡礼の起点となったのは，アドリア海最奥部に位置す
る海港都市ヴェネツィアである。ヴェネツィアからパレスティナの主要都市ヤッファま
で，比較的安全な航路が開かれており，パレスティナ巡礼者の多くは，これを利用して
パレスティナ巡礼を断行した（ 1 ）。
ヴェネツィアに到着すると巡礼者は，まずヴェネツィアの象徴ともいうべき聖マルコ
教会に足を運び，聖遺物―ガラスの小瓶に入ったイエスの聖血や十字架の断片―に
接した。東方貿易の拠点都市ヴェネツィア市内には，複数の外国語に堪能な巡礼案内が
いて，外国人巡礼者への道案内や宿の手配，巡礼行に必要な物品の購入に便宜を図った。
長期間の船旅と炎天下での聖跡巡りの双方を含む，パレスティナ巡礼にあっては，風雨
を凌ぐ防水コートと毛布，靴―異郷の地を経巡る長旅であることから，巡礼者の足に
合った靴は重要―，敷き布団，衣類，コップその他の食器，悪臭や船酔い防止のため
の芳香塩，薬草，非常用食料が不可欠であり，これらをヴェネツィアで購入した（ 2 ）。
備品を取り揃えた巡礼者は，ヴェネツィア人巡礼案内に助けられて，ガレー船の船長
（船主）と渡航費用，航海中の食事や利用スペース，サービスなどについて契約書を取
り交わした。ヴェネツィアではフランシスコ会が，パレスティナ巡礼者向けの巡礼案内
（ガイドブック）を販売しており，パレスティナ巡礼者の一部は，これを購入して乗船し
たものと思われる。活版印刷機で大量に刷られた，15～16世紀前半のガイドブックは，巡
礼者の持ち込んだ釣り竿と共に，長旅の無聊を慰める格好の手段となったに違いない（ 3 ）。
（イ）渡航費用とガレー船
ヴェネツィアからヤッファまでの渡航費用は，サービス内容や時期によって変動した
ため，その算出は容易ではない。1507年にパレスティナ巡礼を実践した，グアダルーペ
修道院の修道士アントニオ・デ・リスボアは，ヴェネツィアとヤッファの往復運賃とし
て62ドゥカードを計上している。半額を出発時にヴェネツィアで支払い，残金を帰路，
ヤッファで納入した。アントニオ・デ・リスボアは，130人のパレスティナ巡礼団の一
員として参加しており，その渡航費用は平均的な額であったとみてよい。15世紀末のス
ペインの 1 ドゥカード貨は374マラベディに相当し，従って62ドゥカードは約23000マラ
ベディという計算になる。15世紀末のセビーリャの建設業関連親方の日給は，50～60マ
ラベディなので，日曜日や祭日を除き300日働いたとして，年収は16500マラベディ程度
であった。パレスティナ巡礼者の渡航費用だけで，大工やレンガ職といった建設業関連
親方層の年収の1.5倍近くに達したのである。渡航費用以外の諸経費―ヤッファから
イェルサレムまでの通行料，ムスリム当局や警護兵への支払い，「聖墳墓教会」などへ
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の入場料，聖地パレスティナでの滞在費用など―を加算した場合，パレスティナ巡礼
の総経費は，更に膨らみ，民衆の年収の 5 ～ 6 年分を優に上回った。パレスティナ巡礼
は多くの民衆が参加できる巡礼行ではなく，貴族や聖職者，有力市民を主体とする「特
権的巡礼」に他ならなかったのである（ 4 ）。
パレスティナ巡礼者が乗船したのは， 2 ～ 3 本マスト，全長450メートル，400～600
トンほどの大型ガレー船で，多くの船員と漕手が乗り組んでおり，平時は帆走したもの
の，出入港時と緊急時にオールを併用した。大型ガレー船の船尾には三層の船尾楼があ
り，最上層に船長と操舵手，水先案内人が陣取り，窓のない中下層は女性巡礼者の船室，
武器庫や弾薬庫として使用された。小型大砲を装備した船尾楼の向い側に厨房と家畜小
屋が置かれ，厠は船の後方に設えられていたが，多くの男性は厠を使わず銃眼から排泄
した。甲板にはミサのための祭壇が設けられ，波が静かで晴天の日には，折り畳み式の
テーブルで食事をとることもできた（ 5 ）。
（ウ）過酷な船旅，渡航日数と寄港地
ガレー船は通常， 5 ～ 7 月にヴェネツィアを出発し，アドリア海，イオニア海，エー
ゲ海を経てヤッファに入港した。気候条件や政治・軍事状況にもよるが，往路に 5 週間，
復路に 7 週間ほどを要し，ヴェネツィアとヤッファ間を 2 ～ 3 往復した。ガレー船には
医者，書記（兼会計担当），通訳，船の修理工，ポーター，ボーイ，コックなども乗り
組んでおり，巡礼者を含む乗客の様々な要望に応えようとした。しかし実際の船旅は，
想像以上に過酷で，体調を崩し落命する者も稀ではなかった。タリファ公の巡礼記によ
れば，医者（内科医）を配置するとの乗船契約に反し，実際に同乗していたのは，医者
ではなく床屋―当時，外科医を兼ねた―であったし，食事サービスも劣悪であった。
パンは堅い黒パンで，ネズミがかじった跡があり，水は悪臭がするので，鼻をつまんで
飲まざるをえなかった。肉は硬い上に塩分がきつく，新鮮な肉や水は不当に高額で，時
化の時には温かい食事すら提供されなかった（ 6 ）。
ヤッファへの船旅は，海賊やオスマン海軍の脅威に常に晒されていたばかりか，ガ
レー船内は「すし詰め状態」で，詐欺や窃盗，喧嘩が絶えなかった。シラミやネズミ
が跋扈し，衛生状態も悪く，敷布団の傍に置いた尿瓶で排泄することも少なくなかった。
船酔いで嘔吐する巡礼者が続出する中，巡礼者の大多数を占める男性巡礼者は，ワイン
や水樽を含む荷物を船室―甲板下の船倉にあった―の中央に置き，そこに足を向け
毛布を纏って床に寝た。巡礼者のプライバシーが担保されず，悪臭の漂う状況下に実践
された「苦難の長旅」といってよい。芳香塩が不可欠とされる所以である（ 7 ）。
ヤッファでパレスティナ巡礼者を下船させたガレー船は，20日前後同港に停泊した後，
再び巡礼者を乗せて，ヴェネツィアに帰港した。ヴェネツィアからヤッファまでの距離
は，片道約2700キロメートル，主要寄港地はヴェネツィア領のラグーザ，コルフ島，ク
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レタ島，ロードス島，キプロス島―1525年にオスマン帝国の支配下に編入―であっ
た。寄港地には小舟で上陸し，数日～ 1 週間ほどの滞在中，巡礼者は新鮮な地元料理や
地酒を堪能しつつ，イエスや聖母マリア，聖人ゆかりの聖跡を訪れた。例えばディエ
ゴ・デ・メリダは，キプロス島ニコシア内外にある，奇跡譚で知られた聖マメス，聖
コスメ，聖ダミアンの墓所に参詣している。ディエゴ・デ・メリダが特に関心を寄せた
のが，万病に効くオリーブ油を産する聖マメスの墓所で，全島民の崇敬を集める聖跡で
あった（ 8 ）。
4 ． 2 人のパレスティナ巡礼者
16世紀の第 1 四半期にパレスティナ巡礼を実践したディエゴ・デ・メリダとタリファ
公は，いずれも巡礼記を残している。この巡礼記を手掛かりに，当時のパレスティナ巡
礼の実態を検証したい。
（ア）ディエゴ・デ・メリダ
ディエゴ・デ・メリダは，エストレマドゥーラ地方の名刹で，ヒエロニムス会に属す
るグアダルーペ修道院の修道士であった。「黒いマリア像」を祀ったグアダルーペ修道
院は，モンセラート，サラゴーサ，アンドゥーハルと並ぶスペインの四大マリア聖地の
一つで，イサベル 1 世やコロンブスも深く帰依した修道院である。前述のようにイサベ
ル 1 世とコロンブスは，終末論やメシア思想の影響を受けており，ディエゴ・デ・メリ
ダがそれと無縁であったとは思われない。メシアが到来するとすれば，それはイエスゆ
かりの聖地イェルサレム以外にはありえず，イェルサレムの「黄金の門」の開放は，メ
シア到来の予兆とされた（ 1 ）。
ディエゴ・デ・メリダは，イサベル 1 世没後の1507年にパレスティナ巡礼に出発し，
カスティーリャ，カタルーニャ，南フランスなどを経由して，パレスティナ巡礼の起点
都市ヴェネツィアに入った。ヴェネツィアのベネディクト会修道院滞在中に，ロードス
島の聖ヨハネ騎士団の騎士と昵懇になり，彼の甥にあたるキプロス総督への紹介状を恵
贈された。同時期にパレスティナ巡礼を実践した，グアダルーペ修道院の修道士アント
ニオ・デ・リスボアによれば，ヴェネツィアでは130人の巡礼者がガレー船に乗り込ん
でおり，ディエゴ・デ・メリダも多数いる巡礼者の一人として， 5 ～ 7 月にヴェネツィ
アを出港したものと思われる。同乗者にはシオン山のフランシスコ会修道院長も含まれ
ていたが，旅費が不足し，キプロスに 1 年以上滞在した。滞在というよりもむしろ，旅
費調達のために，キプロス総督の屋敷に寄寓したといった方が正確だろう。キプロス島
では，聖パウロや聖ベルナベの聖跡を訪れた後，フランシスコ会の修道士や俗人と共に
巡礼講を組織し，ジェノヴァ船でヤッファに入った（ 2 ）。
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ヤッファに到着すると，船長は通訳と共に下船し，ムスリム当局から巡礼者の通行許
可証を取得する手続きに着手した。通過都市ラムラや聖地イェルサレムの通行・滞在許
可証の発給には，流通税を支払い，巡礼者の署名入りの証明書を提出する必要があった。
通行許可証が発給され下船しても，更に数日はヤッファ市内で待機しなければならな
かった。シオン山のフランシスコ会士が到着し，巡礼者の荷物運搬に携わるムスリムの
ラバ追いや警備兵を雇用した上で，やっとヤッファを出発することができた。ヤッファ
からラムラまでの送料はラバ 1 頭につき2.5レアル（約0.23ドゥカード），警備兵隊長の
俸給は，巡礼者 1 人あたり2.5レアルであった（ 3 ）。
ヤッファ東方の中小都市ラムラでは，フランシスコ会の設立した施療院―キリスト
教徒の巡礼者は，施療院外への外出禁止―に宿泊した。同施療院は礼拝堂に加え， 3
つの井戸と多くの部屋を備えており，600人以上の巡礼者が宿泊可能であった。施療院
管理人夫婦は住み込みのキリスト教徒で，巡礼者への食事・宿泊サービスを提供した。
その代価として巡礼者は， 1 レアルを置いてくるのが習わしであった。ラムラ滞在中に，
現地ガイド兼通訳が合流し，ラムラからイェルサレムまでの通行料やラバの賃料を再度
支払い，聖地イェルサレムへ向け出立した。追剥や盗賊の危難を回避するため夜間の強
行軍であったが，早朝，イェルサレムのフランシスコ会修道院に無事到着し，同修道院
の運営する施療院―巡礼者は 2 日間，無料で食事・宿泊サービスを享受できた―に
身を落ち着けた（ 4 ）。
フランシスコ会士の案内で，まず巡礼者が向かったのは，「ゴルゴタの丘（カルヴァ
リオ山）」に建つイエスの墓廟で，キリスト教最大の聖跡「聖墳墓教会」―全贖宥が
得られる―であった。「聖墳墓教会」の前にも，フランシスコ会の運営する施療院があ
り，巡礼者はそこで食料品や土産物を購入することができた。次いで「最後の晩餐会堂」，
聖母マリアが幼子イエスの産着を洗った「聖母の泉」，イエスがイェルサレム入城時に
利用した「黄金の門」，ヨセファトの谷にある「聖母マリアの墓所」，預言者ザカリア
（洗礼者ヨハネの父）の墓所に参詣した。イエスゆかりの「嘆きの道」も辿り，「嘆きの
道」の起点「ピラトの館」，聖顔布で有名な聖女ヴェロニカの家，マグダラのマリアの家，
聖ペテロが投獄されていた獄舎などを訪れた。イェルサレム市内の聖跡巡拝が終わると，
ベツレヘムの「イエスの生誕教会」に足を延ばした。ベツレヘムにもフランシスコ会の
修道院と施療院があり，巡礼者はその施療院に投宿することが可能であった（ 5 ）。
こうした聖跡巡拝の過程でディエゴ・デ・メリダは，キリスト教の多様性，イスラー
ムとのシンクレティズムを体験する。言語と宗教儀礼を異にし，西ヨーロッパで異端と
された東方教会（ギリシア正教会，コプト教会，アルメニア教会，グルジア教会，シリ
ア教会，マロン派）が大きな存在感を示し，ラテン教会（フランシスコ会）と共に，「聖
墳墓教会」の主祭壇でミサを執り行っているばかりではない。ムスリム巡礼者は，ヨセ
ファトの谷の「聖母マリアの墓所」―聖母マリア（アラビア語でマリアム）はムスリ
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ムにとっても崇敬対象―や，ヘブロンの「マクペラの洞窟」―アブラハムとイサー
クなどの墓所とされ，モスクとなっていた―にも参詣しており，イスラームとのシン
クレティズムに驚きの目を向ける。「聖墳墓教会」に参拝するキリスト教徒巡礼者への
不法行為も，根拠のない風評とし，西ヨーロッパの偏狭なムスリム排斥論を拒否するの
である（ 6 ）。経験に裏打ちされたディエゴ・デ・メリダの言説の中に，人文主義的知性
の一端を看取することは不可能ではあるまい。
パレスティナ巡礼を完遂したディエゴ・デ・メリダは，キプロスで巡礼行の疲れを癒
し，新たな旅費50ドゥカードを調達して，エジプトへ向かった。エジプトは，ヘロデ
王に追われた聖家族が 7 年間滞在した地であり，エジプト巡歴がパレスティナ巡礼と不
可分であることはいうまでもない。マムルーク朝末期の1510年にダミエッタに上陸した
ディエゴ・デ・メリダは，聖ヨハネ騎士団とマムルーク朝の関係悪化の余波を受け， 3
か月間のダミエッタ滞在を余儀なくされた。ダミエッタからカイロに入ったディエゴ・
デ・メリダは，聖母マリアが身を潜めたカイロ近郊の聖跡マセリーアを訪れる一方で，
マムルーク朝の首都カイロの喧騒に圧倒される。パレスティナ巡礼の緊張から解放され
たためであろうか，エジプトのディエゴ・デ・メリダは，巡礼者というよりも「観光
者」としての側面を強める（ 7 ）。
「驚異」とされたピラミッド見物のため，日の出前に，逗留していたガイド兼通訳の
家を出発し，船でナイル川の対岸へ渡った。対岸から見たカイロは，早朝にもかかわら
ず町中に多くの明かりが灯り，町行く人々の足元を照らしていた。日が高く昇るとディ
エゴ・デ・メリダは，「ファラオの墓所」ピラミッドに，実際に足を踏み入れた。靴を
脱いで裸足になり，蝋燭の明かりを頼りにピラミッドの中を探索して，石棺を目の当た
りにしたのである（ 8 ）。
サンタ・カタリーナ修道院参詣のため，ディエゴ・デ・メリダはカイロ近郊で，ギリ
シア正教会の修道士に扮し，シナイ半島へ向かうムスリムのキャラバンに加わった。ム
スリムと長時間寝食を共にし，食料や水を融通しあう中で，奇妙な同胞意識すら生じた。
インドとの香辛料貿易で賑わう，紅海沿岸の都市イスラエトでロバに乗り換えたディエ
ゴ・デ・メリダが，サンタ・カタリーナ修道院に到着したのは，1511年 2 月のことで
あった。モーセゆかりの聖地に建つサンタ・カタリーナ修道院―モスクを併設―は，
砂漠地帯にありながら，決して枯れることのない「奇跡の井戸」を備えた修道院として
知られる。6 日間の滞在中，「モーセの十戒」の舞台となったシナイ山に登り，サンタ・
カタリーナ修道院の至宝ともいうべき聖遺物，聖女カタリーナの頭骨に接吻することが
できたのであった（ 9 ）。
帰路，再訪したイスラエトの東方教会では，ミサや説教，聖餐式がアラビア語で執り
行われていて，キリスト教の多様性を再認識せざるをえなかった。カイロに帰着した
ディエゴ・デ・メリダは，安産に役立つとされるアーモンド大の「鷲の石」や，眼病に
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効験のある「聖母の塩」を土産物に購入し，ナイル川河口の主要都市アレクサンドリア
に向かった。アレクサンドロス大王の手になる「驚異」の都市で，ディエゴ・デ・メリ
ダは聖カタリーナの繋がれていた獄舎や，ヴェネツィアの守護聖人たる聖マルコゆかり
の街路を訪れた（10）。
アレクサンドリアではコプト教会が，キリスト教最大会派を構成する一方，グラナダ
王国やマグリブ地方を追われたムスリムも，少なからず居住していた。対外関係の悪化
も手伝い，キリスト教徒への排斥運動が表面化する中で，グラナダ出身のあるムスリム
と懇意になり，宗教の差異を越えた相互理解の可能性に言及する（11）。異端審問所の摘
発対象にもなりかねない，ディエゴ・デ・メリダの柔軟なムスリム観は，宗教的寛容の
視点からも興味深い事例である。
（イ）タリファ公
エンリーケス・デ・リベーラはアンダルシーア地方の有力貴族家門エンリーケス家の
出身で，フェルナンド 2 世の姻戚にあたり，1514年，初代タリファ公に任じられた。カ
ルロス 1 世即位後の1518年，ドイツ人巡礼者ブライデンバハの巡礼記に刺激されてパレ
スティナ巡礼を発心し，バレンシア，カタルーニャ，南フランスを経由してヴェネツィ
アに入った。巡礼行の動機は不明ながら，イエスの墓廟「聖墳墓教会」での騎士叙任が，
主要目的の一つであったことは間違いない。イェルサレムの「教皇代理」（シオン山の
フランシスコ会修道院長）による「聖墳墓教会」での騎士叙任は，カトリック貴族にとっ
て最大の栄誉であったからだ。当時，スペイン社会に浸透していた終末論やメシア思想，
イェルサレム巡礼による霊的救済という動機も，無関係であったとは思われない（12）。
タリファ公は45ドゥカードで，400トンのコレーサ号の船長アントニオ・ダンドロと
乗船契約を結び， 7 月 1 日，85人の巡礼者と共に，ヴェネツィアを出港した。僚船には
105人の巡礼者が乗船しており，巡礼者総数は200人近くに上った。タリファ公はヴェネ
ツィアで従者と別れ，単独の巡礼行であったが，巡礼者の一人にスペイン・ルネサンス
を代表する詩人・劇作家のフアン・デル・エンシオが含まれていた（13）。
ヴェネツィア領のクレタ，ロードス，キプロス島を経由して， 7 月26日にヤッファに
到着した。しかし直ぐには上陸できず，シオン山のフランシスコ会修道院長が，ラムラ
とイェルサレムのムスリム当局から通行許可証を取得するまで，船内にとどめ置かれた。
8 月 4 日，念願の聖地イェルサレムに入り，シオン山のフランシスコ会修道院で歓待さ
れた。同修道院には施療院が付設されており，巡礼者には食事・宿泊サービスが提供さ
れた。イェルサレム入城を前に，あるドイツ人巡礼者が逝去したが，こうしたアクシデ
ントは「苦難の長旅」にあって，決して稀ではなかった（14）。
シオン山のフランシスコ会修道院で，ミサに与った後，聖母マリアや聖女アナの家，
聖ヤコブの殉教地に建つ，聖ヤコブ施療院などを巡歴した後，キリスト教最大の聖地
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「聖墳墓教会」に参拝した。「聖墳墓教会」には二度足を運び，同様にミサに与った後，
フランシスコ会修道院長から「聖墳墓教会の騎士」に叙任された。「聖墳墓教会の騎士」
として，タリファ公は教会を守護し，キリスト教世界の平和維持と異教徒への十字軍に
参与すること，弱者を護り，名誉を重んずべきことを誓約した（15）。
多様な東方教会の動向に言及する一方，「イエスの復活教会」では，フランシスコ会
士からイエスの奇跡譚について説明を受け，その後「嘆きの道」に向かった。「嘆きの
道」の起点となる「ピラトの館」や聖女ヴェロニカの家，「エッケ・ホモ教会」はもと
より，「黄金の門」や「最後の晩餐会堂」，ヨセファトの谷にある「聖母マリアの墓所」
を巡拝した。ベツレヘムの「イエスの生誕教会」，イエスが洗礼者ヨハネから受洗した
ヨルダン川，アブラハムとイサークなどの墓所とされる「マクペラの洞窟」も訪れ，巡
礼行を終えた。タリファ公もディエゴ・デ・メリダと同じく，フランシスコ会士などの
案内で，ほぼ同様の聖跡を経巡っており，活版印刷の開発により大量に頒布された巡礼
案内（ガイドブック）に基づく，定型化された巡礼を窺わせる（16）。
タリファ公がヤッファを出港したのは1519年 8 月20日，ヴェネツィアに到着したのは，
11月 4 日であった。巡礼行完遂後にセビーリャに帰着したタリファ公は，16世紀スペイ
ン最大の都市セビーリャの寡頭支配層であったことも手伝い，セビーリャ市内に「嘆き
の道」の「移し」ともいうべき「十字架の道」を設定した。タリファ公の館―「嘆き
の道」に因み「ピラトの館」と称された―を起点とし，クルス・デル・カンポに至る
1 キロメートルほどの「十字架の道」は，セビーリャ最良の大工，画家，装飾タイル職
人を動員して建設されたもので，僻遠の聖地に赴くことのできない民衆の霊的救済の
「装置」として機能した。孤児や女性，貧民を庇護すべきとされた，「聖墳墓教会の騎士」
による慈善活動の一環である。シオン山のフランシスコ会は，巡礼者の改悛と純化のた
めの「嘆きの道」を早くから「開発」していた。イエスの受難の追体験を意味する「嘆
きの道」は，タリファ公のようなイェルサレム巡礼行実践者を通じ，ヨーロッパ各地に
拡散したのである（17）。
5 ．結び
イエスの受難と復活の地にして聖母マリア昇天の地パレスティナ。スペインの「特権
的巡礼者」であるディエゴ・デ・メリダとタリファ公は，終末論とメシア思想，十字軍
思想が高まりをみせた16世紀第 1 四半期に，キリスト教最大の聖地パレスティナへの巡
礼を完遂した。ヴェネツィアを起点に，イェルサレムに入城したディエゴ・デ・メリ
ダとタリファ公は，フランシスコ会士の案内で「聖墳墓教会」や「聖母マリアの墓所」，
「嘆きの道」をはじめとする聖跡を巡拝した。ガイドブックに基づいて定型化された巡
拝の目的は，イエスの「苦難の長旅」の追体験による，巡礼者の純化と回心にあった。
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フランシスコ会の開発した「嘆きの道」も，そうした「回心装置」の一つである。
巡礼行の過程でディエゴ・デ・メリダとタリファ公は，言語や宗教儀礼を異にする
様々な東方教会に接し，キリスト教の多様性を自覚する。多様なキリスト教の存在は，
西方教会の相対化を含意しており，ディエゴ・デ・メリダの柔軟なムスリム観を招来さ
せた。
「嘆きの道」の「移し」たる「十字架の道」も，注目すべきである。セビーリャの「セ
マーナ・サンタ（聖週間）」は，現在，スペイン有数の観光資源の一つに数えられるが，
その一翼を担う「十字架の道」は，タリファ公のイェルサレム巡礼に淵源する（ 1 ）。巡礼
とマス・ツーリズムの歴史的関係を象徴する事例である。
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